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 新年度を迎え、地区Ｒ情報・広報・ＩＴ委員会の活躍に大いにご期待申し上げます。地区内広報・情報の充実は当第 2590 地区の課題でありました。蝦名三保子委員長はこれ迄の月信とは異なる切り口、即ちＩＴを駆使した新しい試みで、ＲＩ提唱の「ロータリーの公共イメージを向上させよう」の趣旨をＰＲされます。委員会の皆様のご精励に感謝致します。 
 

 挨挨挨挨    拶拶拶拶           地区R情報・広報・IT委員会 委員長  蝦名三保子 
 毎月１回程度地区内各クラブへ、ニュースレターを発信いたします。ITを利用してアップデートな話題･情報の提供が出来ると考えております。そして地区内に於けるクラブ間の情報の交流・地区委員会とクラブとのコミュニケーションの場になることを願っております。また、このニュースレターをきっかけとして、身近な方たちがロータリーを知っていただく事になれば幸いです。皆様のご協力どうぞよろしくお願いいたします。   青少年交換学生青少年交換学生青少年交換学生青少年交換学生からのからのからのからのマンスリーレポートマンスリーレポートマンスリーレポートマンスリーレポート(6(6(6(6 月月月月))))    国際青少年交換学生 生出塚麻衣さん  ロータリークラブの皆様、こんにちは  アメリカに来て早くも９か月がたちました。  ロータリーの旅行でミルウォーキーに行きました。   私の住んでいる町からミルウォーキーは車で20分くらいなのですが、今まであまり観光したことはなかったので楽しかったです。Ichiban というミルウォーキーにある日本食屋さんへ行きました。おに

ぎりの上に小さいお刺身が乗っているようなお寿司でした。          ソフトボールはこのあいだシーズンが終わりました。ろくにルールも知らないところから、８年以上プレイしているチームメイトに混じり、最後の方には得点もできるようになりました。 試合が平日の放課後にあることがほとんどで、（時には放課後に一日２試合ありました）朝は６時４０分に家を出て家に帰ってくるのが夜の７時や８時ということがよくありました。中学高校と６年間バドミントン一筋だった私ですがソフトボールの楽しさに気付きました。大学でもやろうと思います。   学校は学年末テストが近く、忙しいです。留学生だからという特別扱いは今回も全くなく、普通の学生と同じように受けなければいけません。   ６割以上取らなければ単位取得ができません。単位取得ができないと日本の高校を卒業できません。そうすると大学にもいけないので困ります。   ということで、最近は勉強が忙しいです。   帰国日は７月下旬の予定です。あと２か月以上もあるようですが６月１４日までは学校があって、１５日から２８日まではカリフォルニアにロータリーの旅行をして、７月５日から１３日までニューオーリンズにハリケーンカトリーナの復興作業を手伝いに行くのであっという間に帰国日が来てしまいそうな予感がします。残りの２か月間、楽しもうと思います。     
  

２５９０ニュースレター 

生出塚麻衣さん（横浜泉 RC 推薦）は、昨年 7月に米国ウィスコンシン州へ派遣され、第 6270 地区（ワカシャRCがホストクラブ）に留学、2008年 7月帰国。 



  7月 15 日開催の R情報・広報・ＩＴセミナーにて、 下記資料を配布いたしましたのでご活用ください。 1. ガバナーメッセージ （ＣＤにて配布、パワーポイントにて作製） 2. 冊子 いまさら聞けないＲ情報マニュアル 3. 冊子 ロータリーへようこそ 4. 本紙  投稿投稿投稿投稿のおのおのおのお願願願願いいいい    －－－－原稿募集原稿募集原稿募集原稿募集－－－－    奉仕活動、親睦活動などの報告、協力依頼など。また、卓話やイベント情報などの投稿をお待ちしております。GSE、インターアクト、ローターアクト、ROTEX、各奨学生や学友の皆様など、ロータリーに関するすべてのことが対象です。 投稿締切日： 毎月２０日（予定） 文 字 数： 400字程度 写   真：  デジタル画像のみの受付となります。1MB程度までとしてください。 投 稿 方 法： クラブ会長・幹事・IT担当者連名にて、地区 R情報･広報･IT委員会宛に e-mailにてご送付下さい。 ※これからスタートする企画です。皆様のニーズ に合うよう柔軟に対応してまいる所存です。 投 稿 先：newsletter@rid2590-it.org 配 信 方 法：各クラブへ一斉送信 配 信 時 期：月初めを予定  地区協議会分科会地区協議会分科会地区協議会分科会地区協議会分科会スピーチスピーチスピーチスピーチのののの抜粋抜粋抜粋抜粋    地区 R情報・広報・IT委員会 委員長 蝦名三保子  ロータリーに入会してからこれまで、親しい友人にロータリーの話をする事は少なかったと思います。話す事になったきっかけは私どものクラブの親睦会や公開卓話に参加していただいた事でした。この事はロータリーを知っていただく良い機会に恵まれました。 まずは身近なところからロータリーの活動を知ってもらい、理解の輪を広げる事が必要です。私たち会員一人一人がロータリーの「スポークス パースン」の役割を担っています。 先日、レストランで隣の席で話していた人たちの会話が耳に入ってきました。男性の二人連れです。「今日も又社長はお昼にロータリークラブだって・・・。」その後の二人の会話は決してロータリー

に好意的なイメージを持っているとは思えませんでした。一般社会から離れてしまった団体という偏った印象を与えてしまったのは私たち自身にも責任があるのではないでしょうか。 「新会員にロータリーについて教育がなされていたでしょうか」 「既存の会員へも適切な情報を伝えていたでしょうか」 「ふさわしい広報がなされていたでしょうか」 「奉仕のやり方に問題はなったでしょうか」  ポールハリスはこんな言葉を伝えています。 「自分だけで大勢の人に影響を与えることは難しい。理解を得る為には、ロータリアンだけでなく、ロータリアン以外の人を含めた数多くの人々に働きかけることが重要だ」 日本には陰徳の美という考え方があります。ロータリーの中にも広報・宣伝を行うのは好ましくない事だとの誤解がありました。それは１９２３年の方針にある（決議２３－３４）『ロータリークラブが奉仕活動を選ぶ場合に宣伝をその主たる目標としてはならない』 この声明は、ロータリークラブは宣伝と広報活動をする努力を避けるべきという意味に解釈されていました。しかしこの声明がさらに続けて述べているのは『ロータリーの影響力を拡大する一つの方法として、クラブが立派に遂行した有益な事業については正しい広報が行われるべきである』と言及しています。 私たち自身がロータリーを知り、理解してロータリー活動を正しく広報しなければ、真のロータリーの活動の姿が伝わりません。例えば「ポリオプラス活動」、「R財団国際親善奨学生」、「米山奨学生」、等は、誇るべき活動です。国際的な活動、地域に根ざした活動をとおして得られるフェローシップを一般の方々に知ってもらう事が大切だと考えます。 あなたはロータリーに入会した時、きっと良いイメージを紹介者や周りの方たちが与えてくれたことでしょう。今度はあなたの番です。    

掲 示掲 示掲 示掲 示 板板板板    

 編集後記編集後記編集後記編集後記    今回の二つの記事は、担当地区委員会のご協力により掲載させていただきました。 今後は皆様の投稿記事を掲載させていただく予定です。皆様のご協力をよろしくお願いいたします。  地区 R情報･広報･IT 委員会 副委員長  益田 聡一郎 委  員  羽田 久美夫 


